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平成１６年２月５日

中期経営計画

ＶＩＳＩＯＮ７５

～ 新たなる出発 ～

中期経営計画

ＶＩＳＩＯＮ７５

～ 新たなる出発 ～
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業績推移

■ 過去５年の業績等推移グラフ

３０,０００

１９９９年３月期 ２０００年３月期 ２００１年３月期 ２００２年３月期 ２００３年３月期

（単位：億円）
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（注） ２００３年３月期の営業利益については

厚生年金基金解散損２３１億円を除いて表示しております。
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事業環境総括

中期経営計画中期経営計画中期経営計画

創立７５周年に向けて、新経営体制にて

今後３年間で構造改革と新しい成長戦略を進めていく

～　新たなる出発　～

創立７５周年に向けて、新経営体制にて

今後３年間で構造改革と新しい成長戦略を進めていく

～　新たなる出発　～

競争の激化競争の激化競争の激化 利益率の低下

ビジネス領域の拡大

利益率の低下利益率の低下

ビジネス領域の拡大ビジネス領域の拡大

デジタル化の浸透デジタル化の浸透デジタル化の浸透１
　富士ゼロックスの
　連結子会社化　

　富士ゼロックスの　富士ゼロックスの
　連結子会社化　　連結子会社化　２

3

ＶＩＳＩＯＮ７５の基本戦略と目標

新たな成長戦略の構築新たな成長戦略の構築

連結経営の強化連結経営の強化
経営全般にわたる

徹底的な構造改革

経営全般にわたる

徹底的な構造改革

２００８年度

売上高　３兆５０００億円

営業利益率１０％を目指す

社員のパワーアップ・社員のパワーアップ・
活性化活性化
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新たな成長戦略の構築新たな成長戦略の構築

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

5

電子映像事業

デジタルカメラデジタルカメラ

ワールドワイドでのシェアトップ３以内の確保ワールドワイドでのシェアトップ３以内の確保

１,３００万台６２０～６３０万台

２００３年度見通し２００３年度見通し ２００６年度２００６年度

販売目標

●ＣＣＤ増産対応

東北セミコンダクタの汎用ウエハー製造工場買収

●研究開発体制の大幅強化 （約１８０名増）

●中国（２００６年度：約５００万台／年）を含む

生産体制の強化

●販売体制の強化 （富士フイルムアクシア・富士フイ

ルムバッテリー・富士フイルム営業部門の統合）

光学電子部品事業光学電子部品事業

２００６年度で売上高５００億円超の
ビジネスに拡大

２００６年度で売上高５００億円超の
ビジネスに拡大

● カメラモジュール
● レンズユニット

新規供給先拡大による

携帯電話向ビジネスの拡大

新規供給先拡大による

携帯電話向ビジネスの拡大

●他事業領域への供給拡大

（セキュリティ分野・車載分野等）

●ＣＣＤ、レンズ、

高密度実装技術を結集

●●富士フイルムグループが有する独自技術を更に強化して差別化商品を開発　富士フイルムグループが有する独自技術を更に強化して差別化商品を開発　

　　・　　・ キーデバイス技術（スーパーＣＣＤハニカム、ＦＵＪＩＮＯＮレンズ）キーデバイス技術（スーパーＣＣＤハニカム、ＦＵＪＩＮＯＮレンズ）

　　・　　・ 高画質形成技術高画質形成技術（Ｉｍａｇｅ（Ｉｍａｇｅ ＩｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅＩｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅTMTM））

　　・　　・ 高密度実装・組み立て技術高密度実装・組み立て技術
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6

フラットパネルディスプレイ材料（ＦＰＤ）事業

液晶モードを中核にあらゆるＦＰＤに対応した部材供給体制の確立を目指す液晶モードを中核にあらゆるＦＰＤに対応した部材供給体制の確立を目指す

● 売上高

● 四つの柱

フジタック 反射防止（ＣＶ）フィルムワイドビューフィルム トランサー

● 研究開発体制の強化

・ ＦＰＤ材料事業部及び研究所の設立（２００３.１２）

● 設備投資の拡大

（２００４～２００７累計：約１,１００億円）

● 液晶モニターの成長・大型化

● 液晶TVの普及・拡大

● 液晶モニターの成長・大型化

● 液晶TVの普及・拡大
● 需要の飛躍的拡大

● ニーズの多様化

● 需要の飛躍的拡大

● ニーズの多様化

２,０００億円

２００８年度２００８年度

７００億円

２００３年度見通し２００３年度見通し

１,３６０億円

２００６年度２００６年度

7

ドキュメントソリューション事業

● オフィスサービス事業 ： オフィス市場におけるドキュメント作成業務の一括代行

サービス化の推進など

● プロダクションサービス事業 ： デジタル印刷市場にてプリント・オン・ディマンドによる

高付加価値サービスの提供

● プリンター事業 ： カラーレーザープリンターを核としたグローバル成長

● 複写機事業 ： カラー化／複合機化による収益基盤の堅持

● オフィスサービス事業 ： オフィス市場におけるドキュメント作成業務の一括代行

サービス化の推進など

● プロダクションサービス事業 ： デジタル印刷市場にてプリント・オン・ディマンドによる

高付加価値サービスの提供

● プリンター事業 ： カラーレーザープリンターを核としたグローバル成長

● 複写機事業 ： カラー化／複合機化による収益基盤の堅持

新規成長事業の育成と既存事業の選択と集中新規成長事業の育成と既存事業の選択と集中

● 中国販売チャネルの拡大

● 国内販社体制の再編

● ビジネスソリューション営業力強化

● 中国販売チャネルの拡大

● 国内販社体制の再編

● ビジネスソリューション営業力強化

営業体制の再編・強化営業体制の再編・強化

体質強化と営業利益率の改善体質強化と営業利益率の改善 ・・・・・・・ 構造改革の頁にて詳述
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新たな成長戦略の構築新たな成長戦略の構築

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

9

一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

カラーフィルム（｢写ルンです｣含む）・カラーペーパーカラーフィルム（｢写ルンです｣含む）・カラーペーパー

● 銀塩ならではの新製品開発

・ 人間の眼に匹敵する

超高感度フィルムなど

● 写ルンです　の進化

● エマージング市場での拡販

　　　売上をサステイン

● デジタルミニラボの拡販

● ネットプリントサービスの強化

● デジカメプリントキャンペーン

の強化

デジカメプリントを伸ばして、

需要を拡大・反転

構造改革により収益性確保

① 生産体制の見直しを含む徹底的なコストダウン　　

② 国内外の販売体制見直し　　③ 研究開発テーマの絞込み

カラーフィルム カラーペーパー・薬品

カラーフィルムの総需減少カラーフィルムの総需減少 総ショット数の増加総ショット数の増加

潜在的プリント需要の拡大潜在的プリント需要の拡大

デジタルカメラ、カメラ付携帯の急速な普及デジタルカメラ、カメラ付携帯の急速な普及

０

６０

１８０

２００３年度 ２００６年度

総ショット数とカラープリント推移（国内）

１２０

（単位：億ショット）

デジタル・ショット増加と

デジタル・プリント増加フロー

カラープリント

カラーフィルムカラーフィルム

デジカメプリントデジカメプリント

ホームプリントホームプリント

画像保存しない

プリントしない

画像保存しない

プリントしない

一般写真材料のサステイン・写真文化を守る一般写真材料のサステイン・写真文化を守る
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新たな成長戦略の構築新たな成長戦略の構築

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真材料のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

11

将来を担う新規事業創出

１．新規技術・新規事業の方向性

高機能材料
情報～環境・ライフサイエンス

光デバイス／システム
光関連事業

精密組立技術ナノ技術

有機合成技術

レンズ技術

ＣＣＤ技術

レーザー技術
デジタル画像処理

ソフトウエア技術

～イメージインテリジェンス～

微細加工

プロセス技術

ポリマー技術

デジタルイメージング
画像情報システム～ソリューション事業

有機・無機色素技術

銀塩技術

画像設計評価技術

薄膜多層塗布技術

光学設計技術

電子写真技術

光学素子
技術

Ｍ＆Ａ・他社とのアライアンスも積極的に推進Ｍ＆Ａ・他社とのアライアンスも積極的に推進

当社の技術の強み＝当社の技術の強み＝

光の特性を自在に光の特性を自在に

制御する材料技術制御する材料技術
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12

将来を担う新規事業創出

技術企画室技術企画室

新規事業開発本部新規事業開発本部

知的財産本部知的財産本部

先進コア技術研究所先進コア技術研究所

ライフサイエンス研究所ライフサイエンス研究所

画像ソフト技術センター画像ソフト技術センター

材料研究本部材料研究本部

生産技術本部生産技術本部

記録メディア研究所記録メディア研究所

開 発 部開 発 部

プリンピックス事業部技術Ｇプリンピックス事業部技術Ｇ

社 長社 長

機器開発生産本部機器開発生産本部

Ｒ＆Ｄ統括本部Ｒ＆Ｄ統括本部

新規事業

の創出へ

Ｒ＆Ｄ統括機能の新設

２．研究開発体制の再構築

● グループ全体のＲ＆Ｄ統括機能の新設

● 新規事業拡大のための３つの研究所を設置

● 知財戦略の見直しに注力

● 生産技術の強化

● グループ全体のＲ＆Ｄ統括機能の新設

● 新規事業拡大のための３つの研究所を設置

● 知財戦略の見直しに注力

● 生産技術の強化

FPD材料研究所FPD材料研究所

記録メディア事業部記録メディア事業部

電子映像事業部電子映像事業部

プリンピックス事業部プリンピックス事業部

FPD材料事業部FPD材料事業部

13

将来を担う新規事業創出

２００３年度見通し ２００６年度

４００

３００

２００

１００

０

２,０００億円１,７５０億円

２００３年度見通し２００３年度見通し ２００６年度２００６年度

３．研究開発投資の内訳の見直し

一般
写真
材料

新 規

（単位：億円）

２８０

６５０

２１０

１５０

５００

７００

０％

５％

１０％

１５％

２０％

２５％

３５％

１６％

３３％

１２％

研
究
開
発
費
に
占
め
る
割
合

６００ ３０％

　８％　８％

２.３倍

３割減
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新たな成長戦略の構築新たな成長戦略の構築

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真事業のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

● 経営資源の集中により成長事業を拡大

● 一般写真事業のサステイン・写真文化を守る

● 将来を担う新規事業創出

● 中国における事業展開の拡大

15

中国における事業展開の拡大

今後整備

● 複写機、プリンターの
量産機能を全面移管

デジタルイメージング分野での

トータルソリューションの提供により

「ＦＵＪＩＦＩＬＭブランド」 のトップシェアを

目指す

デジタルイメージング分野での

トータルソリューションの提供により

「ＦＵＪＩＦＩＬＭブランド」 のトップシェアを

目指す

●中国本社機能の強化、販売体制の充実

●生産拠点の整備・拡大

デジタルカメラ、一般写真用材料、

ドキュメント、印刷システム、医療画像、

光学電子部品にフォーカスした事業展開

デジタルカメラ、一般写真用材料、

ドキュメント、印刷システム、医療画像、

光学電子部品にフォーカスした事業展開

生産拠点の整備・拡大

北京

上海蘇州

天津

●富士フイルムグループ
中国本社

● 複写機、プリンターの
量産機能を全面移管

● デジカメ生産拡大

● ＣＴＰ
（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｔｏ Ｐｌａｔｅ）

ライン拡大

● 光学電子部品

（デジカメレンズ、

携帯向けレンズユ

ニット）の生産拡大

富士星光富士星光

富士フイルム （中国）富士フイルム （中国）

富士ゼロックス（上海）富士ゼロックス（上海）

蘇州富士フイルム
映像機器

蘇州富士フイルム
映像機器

富士ゼロックス （深　　）富士ゼロックス （深　　）

富士写真光機 （天津）富士写真光機 （天津）

深埴川

埴川

・ デジタル関連の機器・材料等
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経営全般にわたる徹底的な構造改革経営全般にわたる徹底的な構造改革

● 生産、販売/流通、購買の体制再編、

効率化の推進

● 富士ゼロックスの体質強化

● 生産、販売/流通、購買の体制再編、

効率化の推進

● 富士ゼロックスの体質強化

17

構造改革の推進

構造改革による２００６年度のコストダウン目標 約２,０００億円(対 2003年度比）構造改革による２００６年度のコストダウン目標 約２,０００億円(対 2003年度比）

　　生産、販売／流通、購買の体制再編、効率化（富士ゼロックス除く）

● 生産体制の再編

・ ワールドワイドでの塗布機・製膜機の再編成

・ 連結ベース（富士ゼロックス除く）での機器生産体制の再構築

● 国内販売体制の改革

・ 富士フイルム本社･･･事業企画・商品企画機能に特化

・ 販社／総合ラボ　･･･販売／流通機能の効率化を目指して再構築

● 購買戦略の改革

① 購買プロセスの見直し・最適化

② 国内グループ会社トータルで購買調達機能を効率化

③ グローバル購買・調達体制の構築

⇒ ２００６年度コストダウン約２００億円⇒ ２００６年度コストダウン約２００億円

⇒ ２００６年度コストダウン約２００億円⇒ ２００６年度コストダウン約２００億円

⇒ ２００６年度コストダウン約２５０億円⇒ ２００６年度コストダウン約２５０億円
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構造改革の推進

富士ゼロックスの体質強化富士ゼロックスの体質強化

１０％６％

２００３年度見通し２００３年度見通し ２００６年度２００６年度

ドキュメントソリューション営業利益率の改善

● 生産総コスト低減 ：中国量産拠点シフト、調達コスト改革

● 保守サービスコスト低減 ：サービス体制再編、信頼性向上

● 総人件費抑制 ：年金・退職金改革、人事制度改革、直間比率の改善

● その他の構造改革による：組織構造改革（スリム化、フラット化）、開発効率アップ

経費削減　　　　　　　

⇒ ２００６年度コストダウン 約１２０億円⇒ ２００６年度コストダウン 約１２０億円

⇒ ２００６年度コストダウン 約４５０億円⇒ ２００６年度コストダウン 約４５０億円

⇒ ２００６年度コストダウン 約１００億円⇒ ２００６年度コストダウン 約１００億円

⇒ ２００６年度コストダウン 約３００億円⇒ ２００６年度コストダウン 約３００億円

　総人件費抑制とその他構造改革により２００６年度で売上高経費率６.５ポイントの改善を目指す

ＶＩＳＩＯＮ７５

連結経営の強化

ＶＩＳＩＯＮ７５

連結経営の強化
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経営の根幹強化

● 連結経営管理の強化

・ 新経営指標（EVA
Ｒ

）の導入

・ 連結経営管理をサポートするＩＴインフラの整備

● 連結経営管理の強化

・ 新経営指標（EVA
Ｒ

）の導入

・ 連結経営管理をサポートするＩＴインフラの整備

● コンプライアンス・リスクマネージメントの一体的な

強化・推進を中心とする適切な内部統制体制の強化

● コンプライアンス・リスクマネージメントの一体的な

強化・推進を中心とする適切な内部統制体制の強化

● 環境経営の更なる強化● 環境経営の更なる強化

ＶＩＳＩＯＮ７５

数値目標

ＶＩＳＩＯＮ７５

数値目標
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業績目標

４.８％

１,５００

８.７％

２,７００

３１,０００

２００６年度

計 画

純利益率

純利益

営業利益率

営業利益

売上高

３.１％

８００

７.０％

１,８００

２５,８００

２００３年度

見通し

５.１％

１,８００

１０.０％

３,５００

３５,０００

２００８年度

目 標

５,５００設備投資

２００４～２００６

年度累計

（金額単位：億円）

（金額単位：億円）

ご参考

本資料に記載されている業績予想及び将来の予測等に

関する記述は、入手された情報に基づき判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして、

実際の業績は、様々な要因により、これらの業績予想とは

異なることがありますことをご承知おき下さい。

なお、本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する決定は利用者ご自身の判断において行われる

ようお願いいたします。

本資料に記載されている業績予想及び将来の予測等に

関する記述は、入手された情報に基づき判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして、

実際の業績は、様々な要因により、これらの業績予想とは

異なることがありますことをご承知おき下さい。

なお、本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する決定は利用者ご自身の判断において行われる

ようお願いいたします。


